
	
 

	
 

郡上八幡における水利用施設の 
維持管理組織の実態把握 

 
 

猪股	
 誠野1・佐々木	
 葉2	
 
 

1
学生会員	
 早稲田大学大学院 創造理工学研究科 建設工学専攻 

（〒169-8555 東京都新宿区大久保3-4-1，E-mail:s.i-create.w@toki.waseda.jp） 
2
正会員	
 博士（工学）早稲田大学 創造理工学部 社会環境工学科 
（〒169-8555 東京都新宿区大久保3-4-1，E-mail:yoh@waseda.jp） 

	
 

 
生活基盤の近代化に伴い、地下水や河川を利用した伝統的な水利用施設は生活の中での使用の必然性が

希薄化され、維持管理がなされなくなっている。維持管理を担う主体の喪失は水と生活との関わりの上に

成り立っていた景観の喪失に結びつく恐れがある。そのため、本研究では岐阜県郡上市八幡町における水

管理組織の実態把握により維持管理活動の継続要因や生成要因を考察するとともに、地域自治の観点から

水管理組織と他の住民組織との関係性の分析から、水利用施設とそれらを取り巻く景観の保全策について

の論じる。 
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１．研究の背景と目的 
	
 

(1)研究の背景	
 

	
 水路や井戸といった伝統的な水利用施設は地域固有の

景観を創出している一方で,人口減少及び少子高齢化に

伴う管理の担い手の不足と生活様式の変化により,放棄

または撤去を余儀なくされている場合が少なくない.上

水道の整備に代表される生活インフラの近代化により,

伝統的な水利用施設を生活の中で使用する必然性が希薄

化したことが大きな要因として挙げられる.また,そうし

た水利用施設の使用の必然性が希薄化すると,日常的な

使用の中で無意識的に培われてきた地域独特の水利用の

知恵や技術,更には自治意識の継承までもが困難になり,

結果として地域の文化的土着的な景観の消失が引き起こ

されると推測される.したがって,これまで日常的な生活

の中で無意識的に継承されてきた,身体化された知恵や

技術及び共同意識をどのような形で継承するのかが喫緊

の課題となってくる.	
 

	
 水のまちとして名高い岐阜県郡上市八幡町（以下,郡

上八幡）においても,同様の現象が見受けられている.生

活様式の変化に加え,人口減少及び少子高齢化に伴う市

街地の空洞化により,水利用施設の維持管理を担ってき

た住民の自治組織が相次いで解体,もしくは自然消滅を

余儀なくされている.そうした地区では,老朽化が進み廃

墟化した水利用施設,あるいは撤去されその跡のみが残

された現状が視認される.	
 

	
 一方同じ郡上八幡においても,現在でも水利用施設を

生活の中で使い続け,主体的に維持管理に取り組んでい

る住民も存在している.また,ポケットパーク化や遊歩道

への転換といった空間整備に伴い新たな形の管理活動も

生まれている.こうした住民主体による水利用施設の保

全活動が生活上の必然性が希薄化してもなお継続,生成

されている要因をさぐることで,水環境と生活の関わり

の上に成り立つ景観を継承をするための手掛かりを得る

ことができると考えられる.	
 

	
 

(2)研究の目的	
 

	
 以上のような背景から,本研究では多様な水利用施設

が存在する郡上八幡の中心市街地部を対象地に据え,第

一に水利用施設の管理組織(以下,水管理組織)とその諸

活動の実態を把握する.その上でそれらの水管理組織の

継続及び生成要因を水利用施設が有する〈機能的特性〉

〈空間構造〉〈記憶や体験の蓄積〉の三要素から明らか

にすることを試みる.また,地区会や町並みの保存会等の

他の住民組織を抽出し,水管理組織とこれらとの相互関

係を分析することで,住民組織の構造の実態を把握する.	
 	
 	
 

	
 以上より、水利用施設が有する上記三要素及び住民組

織の構造の観点から水利用の実態を把握することで,郡

上八幡において水のまちの景観が変化しながらも継承さ

れてきた要因を考察し,そこから水のまちとしての景観



	
 

の保全策についての示唆を得る。	
 

	
 

	
 

２．研究の位置付けと方法	
 

	
 

(1)既存研究の整理	
 

a)郡上八幡の水環境を対象とした既往研究	
 

	
 郡上八幡の水環境を対象とした研究には,水辺空間に

おける地域コミュニティの形成過程と継続要因を扱った

研究1）,空間形態・利用管理・水質の三点から伝統的な

水利用システムを分析しその持続性を論じた研究2）,生

活景を切り口に水環境における日常的な行為とその履歴

から想起される生活場面のイメージ及び認識傾向の差異

を明らかにした研究3）,など多くの蓄積がある.	
 

b)景観と地域自治について論じた既往研究	
 

	
 景観と地域自治について論じた研究には,地域景観構

成要素と社会的活動諸相の相関構造を把握,分析し,その

上で景観を巡る政策と自治の基盤の関係性及びその生成

原理を実証した一連の研究4）5）,農村景観の近代的変容

後の多層的体系をなす共同体の維持要因を明らかにした

研究6）,集落の歴史・文化的ストックの継承のために自

治構造の再編に求められる要件を明らかにした研究7）,

などが挙げられる.	
 

	
 

(2)本研究の位置づけ	
 

	
 これまで,水管理組織に関する研究や水利用施設の利

用の変遷及び活用法に関する研究は郡上八幡においても

蓄積されている.しかしながら,水利用施設を支える活動

を地域自治という観点を導入し,水利用施設そのものが

有する特性や他の組織との関係性も踏まえながら,自治

力の醸成に資するものとしての水環境の価値を論じた研

究は管見の限りではまだない.そのため,本研究は水利用

という日常的行為を地域自治という観点から洞察し,水

利用施設への新たな価値を見出すところから水のまちの

景観の保全について論じている点に特徴がある.	
 

	
 

(3)研究の方法	
 	
 

	
 本研究は,まずヒアリング調査を元に現在活動してい

る水管理組織の抽出,水利用施設に対する住民の記憶や

経験の蓄積,住民自治組織の構造把握,の三点を明らかに

する.その上で,各水利用施設の機能的特性と空間的特性

を分析し,それらと住民の記憶や経験から水管理組織の

継続要因との関連性を考察する.また,水管理組織と他の

住民組織の多層性を構造化することで,相互関係を明ら

かにし,水管理組織の役割や位置付けを把握する.	
 

	
 

	
 

３．郡上八幡の水利用施設	
 

	
 

	
 

図-1	
 郡上八幡位置図	
 

	
 

(1)対象地の地勢8）9）	
 

岐阜県郡上市八幡町は,岐阜県のほぼ中央に位置し,人

口14,090人(平成28年7月1日現在10)),面積242.30㎢であり,

面積の92%を山林が占めている.	
 町全体の人口のうち凡

そ5,000人強が居住している※1中心市街地は,東西に走る

吉田川を挟んで,通称北側が北町、南側が南町と呼ばれ

ている。	
 

三方を囲まれた盆地に位置し,年間降水量11)は2628.3mm

と全国的に見ても多雨な地域であり,周辺の山林部へ降

った雨水は,谷水として乙姫川,赤谷川等の谷筋を通って

市街地内を流れ,また地下へ浸透し伏流水となって湧水

や井戸水となる.また,地層的に市街地の南部一帯では石

灰岩層が古生層を貫いて地表に表出しているため,雨水

は石灰岩層を浸透していき,良質な水となって人々に水

の恵みをもたらしている.	
 

	
 

(2)郡上八幡における水利用の変遷と水利用施設	
 

多様な水源に恵まれた郡上八幡では,生活の中で立地

条件に応じた水源を利用用途によって使い分けるために

様々な共同の水利用施設が利用されてきている.以下に,

それらの概要を記す.	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

図-2	
 中心市街地の共同水利用施設の分布	
 



	
 

水屋・水舟（湧水井）	
 

水舟とは,二～三段の階段状になっている水槽に谷筋

に集まる山水をパイプで導水した施設であり,水舟に屋

根がかかっているものを水屋と呼ぶ.上段程きれいな水

を必要とする用途に使われ,上段は飲用水,中段はすすぎ

や食品洗い,下段は汚れ物洗いや野菜の泥落としなどに

使われる.山水を導水するため,山の斜面沿いの尾崎地区

に集中的に設置されている.また,湧水井も宗祇水に代表

されるように水舟を利用して使われている.	
 

井戸	
 

地下水を手汲み式や電動式のポンプで汲み上げて利用

する井戸は,現在では軒先の植木や打ち水,また年間を通

して水温が13℃程度であるため冬季は融雪にも使われて

いる.北町では個人井戸がほとんどであり,南町では共同

の井戸が多くなっている.また,施設自体が残っていなく

とも周辺の住宅で家内に導水し,利用している地区も存

在している.	
 

用水	
 

	
 主な用水に北町を流れる北町用水と柳町用水,南町を

吉田川に沿って流れる島谷用水がある.これらの用水は

寛文年間当八幡絵図の中にも描かれており,江戸時代か

ら存在している.用水の各所では,セギ板と呼ばれる水を

堰き止め水深を確保する板が差し込めるようになってお

り,そこで洗い物や植木や打ち水に使う水を一時的に貯

留する.セギ板を使う場合は,下流の利用者との連絡が必

要であるため,利用する上での規則が各地区において定

められていた.また,用水から敷地内に水を引き込み,魚

を飼う等に利用する小型の水槽をエイ箱もしくはエ箱と

呼ぶ.	
 

洗い場・カワド	
 

洗濯や野菜を洗うために設けられた足場などの施設を,

用水では洗い場,川辺ではカワドと呼ばれる.かつてはオ

ムツ等もここで洗われる程生活に密着した空間であった

が,今ではそうした利用をする住民は極めて稀である.島

谷用水,乙姫川沿いに多く存在しており,今でもその跡が

数多く残されている.	
 

	
 

以上の四施設が住民らの共同によって生活の中で利用

されており,各水利用施設にそれらを管理する水管理組

織が存在していた.しかしながら,昭和30年代半ばに上下

水道の整備が整備され,加えて道路整備に伴う水路の暗

渠化,井戸の撤去等が進んでからは,利用される頻度が顕

著に減少し,それに伴い水管理組織も徐々に解体が進ん

でいる.そうした地区では,管理が行き届かず,廃墟化し

た水利用施設が残されている.	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

図-3	
 宗祇水（湧水井）	
 	
 	
 	
 	
 図-4	
 水舟	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

図-5	
 洗い場	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 図-6	
 ポケットパーク	
 	
 

	
 

(3)水のまちづくりのこれまで	
 

そうした水利用施設の価値が失われ始めた1970年代に

渡部一二らの研究グループによる水環境の調査が行われ

たことで郡上八幡の水環境の価値が再認識された12）.そ

れが大きなきっかけとなり,1980年代以降独自の水環境

を生かしたまちづくりが進められ,1982年には「八幡町

水を活かしたまちづくり構想」が策定された.	
 

その先駆けとなったのが,ポケットパークや遊歩道の

整備といった水を生かした公共空間の整備であり,全34

箇所のポケットパークが整備された.また,いがわ小径の

ように住民組織に水を生かした空間整備の活動も行われ

始めた.1985年には柳町地区において水路整備と合わせ

て町並み保存会発足し,水環境整備を起点とした町並み

の整備といった総合的なまちづくりが進められていった.	
 

	
 

表-1	
 郡上八幡の主なまちづくりの年表	
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 このように水のまちとしての景観を継承していくため

に行政と住民の協働による先進的なまちづくりが約30年

間蓄積されたことで,まちなかに独自の水環境を学び,水

の恵みを常に感じることのできる空間整備がなされてき

た.しかしながら,それでも水利用施設の利用は衰退し,

使用されなくなっている水利用施設は現在も増え続けて

いる.そのため,市ではその対策として,知的観光資源と

しての利用価値の付加,小水力発電といった新たな機能

の付加によって新たな利用策を模索している.	
 

	
 

	
 

４．水管理組織の現状と構造	
 

	
 

(1)実態調査の概要	
 

	
 水管理組織が現状としてどれ程現存しているのかを把

握するために,現地調査を行った.その詳細を表-2に記す.

なお本調査では,水利用施設の分布について,郡上市が平

成17年及び平成26年にまとめた水のまちづくりのための

水辺空間の調査報告書を参照することで把握している
13）14）.	
 

	
 

表-2	
 調査概要	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

(2)水管理組織の現状	
 

	
 調査の結果,今回の調査対象地区においては17の水管

理組織が存在していることが明らかとなった.その分布

を図-7に示し,各水管理組織の詳細を表-3に示す.以下各

水利用施設毎に水管理組織の現状について整理する.	
 

	
 

水屋・湧水井	
 

	
 水屋は対象地区内において7箇所に設置されており,そ

のうち管理組織は3組織存在しているが,全て下尾崎町に

存在している.3組織のうち下尾崎町1班の有志によって

組織されている水屋組合は,元々別の水屋組合であった

が,空き家の増加,高齢化による担い手不足に対応するた

め,水源が同じであった二つの水屋組合を合併し,30代の

方を組合長に当て組織を維持させていることがヒアリン

グから明らかになった.湧水井については,2箇所に設置

されているが,宗祇水の1箇所が本町の地区活動として清

掃が行われ管理されている.また,宗祇水に設けられてい

る賽銭箱に貯まったお金で清掃用具等を購入しているこ

とがわかった.	
 

	
 

井戸	
 

	
 井戸は9箇所に設置されており,そのうち管理組織は5

組織存在している.共同井戸は上尾崎町に設置されてい

るものを除くと全て南町にあり,その管理組織について

は常盤町周辺に多く存在し,それら全てが組合として存

在しているため,地区会費とは別に班単位で組合費を徴

収することで,井戸の維持管理を行っている.	
 

用水	
 

	
 主要なものとして,柳町用水,北町用水,島谷用水の3つ

の用水が流れており,柳町用水と北町用水に関しては町

並み保存会によって清掃から取水口の掃除や大雨時の水

量の調節,水路にかかる木橋の防腐処理や修繕まで行わ

れている.また,島谷用水については市街地内を流れる部

分の水量の調整は新町の住民が担っており,大雨時など

の放水路への放流による流量調整を新町の住民が行って

いる.市街地から離れた取水口付近での流量の調整につ

いては,市の都市住宅課が担当している.	
 

洗い場・カワド	
 

	
 洗い場及びカワドについては,上屋がついているもの

が4箇所設置されているが,それら全てに管理組織が存在

していないことが明らかになった.極少数ではあるが,現

在でも洗濯等をしている高齢者や時折野菜の泥を落とす

のに利用している人はいるものの,他の水利用施設より

も利用される頻度が少なく,維持管理組織もほぼ解体さ

れている様子が伺える.	
 

ポケットパーク・遊歩道	
 

	
 今回のヒアリング調査から,ポケットパーク及び遊歩

道のうち住民らの手によって管理されていることが明ら

かになったのは4箇所存在した.いがわ小径は現在は住民

組織であるいがわを親しむ会と観光協会とが協定を組ん

で運営を行っている.具体的には,観光協会が鯉のエサの

設置と収入を管理（売店収入として勘定する）し,掃除

や鯉やアマゴの購入及び放流といった維持管理をいがわ

を親しむ会が担当し,毎月のエサ代の収入の3割がいがわ

を親しむ会に活動予算として渡される仕組みとなってい

る.また,やなか水のこみちでは,ポケットパークとして

整備されて以降,新町と稲荷町が共同して清掃活動を行

っており,ポケットパークの整備によって新たな住民同

士の組織が生まれている.	
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図-7	
 調査対象地区における現存する共同水利用施設と水管理組織の分布	
 

表-3	
 各水管理組織の基礎情報と活動内容	
 

図-8	
 各地区の住民組織の構造	
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(3)住民組織の構造把握	
 

	
 各地区において現存している水管理組織と他の住民組

織との関係性の中を把握するため,ヒアリング調査から

得られた水管理組織と住民組織の構造化を行った.その

結果を図-8に示す.	
 

	
 公的住民組織とは,町や班といった公的な住民組織で

あり,共的住民組織とは水利用施設や,商店街といったま

ちなかの共的空間を基盤に形成されている住民組織のこ

とを指している.	
 

	
 図-8中の水管理組織に着目すると,字界を横断する形

で存在する組織や,複数の班単位で構成されている組織

が多く存在していることがわかる.このことから,水管理

組織が他町との繋がりや自治活動の多様性の創出に寄与

していることが窺える.	
 	
 

	
 

	
 

５．まとめ	
 

	
 

	
 調査の結果、現在でも水利用施設を生活の中で利用し、

維持管理まで行っている組織が17組織存在していること

が明らかとなった。一方で、洗い場やカワドの水管理組

織は全て解体され、井戸と水屋についても水管理組織が

解体されている箇所が増加してきている。また、水管理

組織が存在していても維持管理の技術が継承できておら

ず今後の持続性に懸念が残る地区がほとんどであった。	
 

	
 したがって、今後前述した水利用施設が有する〈機能

的特性〉〈空間構造〉〈記憶や体験の蓄積〉の三要素か

ら水管理組織の継続・生成要因を考察していくことから、

そうした維持管理の技術の継承を含めた水のまちの景観

の保全について検討していく。	
 

	
 

	
 

補注	
 

※1	
 中心市街地部のみの人口については,「郡上市	
 八幡都市計画マス

タープラン」（平成28年4月発行）のP.8に記載されている地区別の人推

移の表を元に算出している.	
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